
都市計画通路を次のように変更する。

「区域及び構造は計画図表示のとおり」

備　　　　考
名　　　称

番号

鹿児島都市計画通路の変更（鹿児島市決定）

面　　　　　　　積

幅　員 延　長通路名
位　　置

鹿児島市中町1 中町通り

立体的な範囲

6.6m 約97m

　鹿児島市中町における市道中町2号線から市道中町3号線の区間において、
立体的な範囲を定める。

2 一番街通り 鹿児島市中央町 6.0m 約60m

立体的な範囲
　鹿児島市中央町における市道中央町5号線から鹿児島中央駅広場横2号線の
区間において、立体的な範囲を定める。

3 千日通り 鹿児島市千日町 6.0m 約39m

立体的な範囲
　鹿児島市千日町における市道萩原小路2号線から天文館通2号線の区間にお
いて、立体的な範囲を定める。

4
鹿児島中央駅
東口連絡通路

鹿児島市中央町 4.5m 約148m

計　　画　　書

立体的な範囲 鹿児島市武一丁目の区間（延長約157m）において、立体的な範囲を定める。

立体的な範囲 鹿児島市中央町の区間（延長約55m）において、立体的な範囲を定める。

5 武町通り 鹿児島市武一丁目 6.0m 約157m
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理 由 書 

 

九州新幹線鹿児島ルートの開通により、鹿児島中央駅周辺は、鹿児

島の陸の玄関としての役割が増しており、駅前広場の整備等により、

交通結節機能の向上が図られているが、交通相互のネットワーク機

能が十分とは言えず、さらなる利便性の向上が求められている。 

「鹿児島都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」に

おいて、「かごしまの陸の玄関」としての交通結節機能向上と、南国

かごしまをアピールする交流空間の形成」を進めることとしており、

また、「かごしま都市マスタープラン」において、「鹿児島中央駅総合

交通ターミナルの利便性の向上に努めるとともに、周辺地区の再開

発などにより、南国かごしまの風土、文化を感じられる交流空間を形

成する。」こととしている。 

現在、鹿児島中央駅西口の武一丁目２番街区及びその周辺におい

て、多様な都市機能の充実や陸の玄関口にふさわしい都市空間の創

出に向けて、民間開発や周辺道路の整備が進められている。 

今回、武一丁目２番街区において、ＪＲ九州による西口地区開発に

より廃止される市道部分について、従前の歩行者ネットワークの維

持・拡大や周辺の歩行者の回遊性の更なる向上を図るため、本案のと

おり、立体的な範囲を有する都市計画通路を追加決定しようとする

ものである。 
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鹿児島都市計画通路変更対照表

（変更前）

番号 通路名 幅　員 延　長

1 中町通り 鹿児島市中町 6.6ｍ 約97ｍ

2 一番街通り 鹿児島市中央町 6.0ｍ 約60ｍ

3 千日通り 鹿児島市千日町 6.0ｍ 約39ｍ

4 鹿児島中央駅東口連絡通路 鹿児島市中央町 4.5ｍ 約148ｍ

「区域及び立体的な範囲は計画図表示のとおり」

名　　　称
位　　　置

面　　　積
備　　考

立体的な範囲
　鹿児島市中町における市道中町２号線から市道中町３号
線の区間において、立体的な範囲を定める。

立体的な範囲
　鹿児島市中央町における市道中央町5号線から鹿児島中央
駅広場横２号線の区間において、立体的な範囲を定める。

立体的な範囲
　鹿児島市千日町における市道萩原小路２号線から天文館
通２号線の区間において、立体的な範囲を定める。

立体的な範囲
　鹿児島市中央町の区間（延長約55m）において、立体的な
範囲を定める。
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（変更後）

番号 通路名 幅　員 延　長

1 中町通り 鹿児島市中町 6.6ｍ 約97ｍ

2 一番街通り 鹿児島市中央町 6.0ｍ 約60ｍ

3 千日通り 鹿児島市千日町 6.0ｍ 約39ｍ

4 鹿児島中央駅東口連絡通路 鹿児島市中央町 4.5ｍ 約148ｍ

5 武町通り 鹿児島市武一丁目 6.0ｍ 約157ｍ

「区域及び立体的な範囲は計画図表示のとおり」

名　　　称

立体的な範囲
　鹿児島市中央町における市道中央町5号線から鹿児島中央
駅広場横２号線の区間において、立体的な範囲を定める。

立体的な範囲
　鹿児島市中央町の区間（延長約55m）において、立体的な
範囲を定める。

立体的な範囲
　鹿児島市武一丁目の区間（延長約157m）において、立体
的な範囲を定める。

立体的な範囲
　鹿児島市千日町における市道萩原小路２号線から天文館
通２号線の区間において、立体的な範囲を定める。

立体的な範囲
　鹿児島市中町における市道中町２号線から市道中町３号
線の区間において、立体的な範囲を定める。

位　　　置
面　　　積

備　　考
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縮 尺 １：２５，０００総括図鹿児島都市計画通路（武町通り）

４ 鹿児島中央駅東口連絡通路 延長 約148ｍ

図面番号（全２葉の１号）

５ 武町通り 延長 約157ｍ

２ 一番街通り 延長 約60ｍ
１ 中町通り 延長 約97ｍ

３ 千日通り 延長 約39ｍ
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7.2

6.0

7.1

4.2

4.3

都市計画通路 武町通り 

幅員 6.0ｍ 延長 約 157ｍ 中 央 町

ちゅうおうちょう

 

武

たけ

１丁目

１ちょうめ

 

上 之 園 町

うえのそのちょう

 

1:2,500 縮尺 計画図 鹿児島都市計画通路（武町通り） 

 

延長 約157m

側面図（東西方向から望む）

幅員6.0m

高さ4.5m

現況地盤面

正面図（南北方向から望む）

現況地盤面 高さ3.0m
幅員8.3m高さ4.5m高さ3.7m

駅舎屋根
上空通路

立体的な範囲 
高さは 4.5ｍとする。（但し、上空通路の空間を確保する場合の高さは 3.0ｍとする。駅舎屋根の空間を確保する場合の高さは 3.7ｍとする。）    正面図   側面図 

縮尺 1:200   1:200（高さ） 

        1:600（延長） 

図面番号（全２葉の２号） 

鹿児島
か ご し ま

中央駅
ちゅうおうえき
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